
『
菅
家
文
草
』
巻
三
注
釈
稿
（
一
）

佐

藤

信

一

　
こ
こ
で
『
菅
家
文
草
」
の
巻
三
の
注
釈
を
始
め
る
こ
と
に
す
る
。
稿
者

は
さ
さ
や
か
な
試
み
と
し
て
、
巻
一
に
対
す
る
注
釈
を
開
始
し
た
（
二

の
だ

っ

た
が
、
道
は
遠
い
。
こ
こ
で
巻
三
に
対
す
る
自
分
な
り
の
読
み
を

メ
モ
し
て
お
き
た
い
。
底
本
、
校
異
の
凡
例
な
ど
は
前
稿
に
則
る
。

　
と
こ
ろ
で
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
の
『
菅
家
文
草
』
を
調
査
す
る

機
会
を
得
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
刊
本
。
平
成
三
年
二
月
十
四
日
小
林
市
太
郎
氏
の
寄
贈
に
な
る
本
。
全

六
冊
。
紙
は
楮
紙
。
縦
二
五
・
五
糎
、
横
一
七
・
九
糎
、
茶
色
の
横
縞
模

騰⇔誘
鷺
縫
籔
霞
曙
酷
竃
誤
る

第
六
冊
裏
表
紙
に

「寛
文
七
歳
次
丁
／
寺
町
通
本
能
寺
前
／
銭
屋
惣
四

郎
」
と
の
奥
付
け
が
あ
る
。
第
．
一
冊
、
巻
一
・
二
、
六
八
丁
。
第
二
冊
、

巻

三
．
四
、
四
六
丁
。
第
三
冊
、
巻
五
・
六
、
四
二
丁
。
第
四
冊
、
巻

七
．
八
、
四
五
丁
、
第
五
冊
、
巻
九
・
十
、
四
四
丁
。
第
六
冊
、
巻
十

一
．

十
二
、
五
四
丁
、
他
の
刊
本
と
共
通
す
る
践
が
、
五
丁
。

　
今
回

ま
た
新
た
に
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
の
『
菅
家
文
草
」
を
校

異
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
略
号
を
確
認
し
て
お
く
。

【略
号
】

〈
内
A
＞
…
内
閣
文
庫
A
本
（
底
本
）

〈
内
B
＞
…
内
閣
文
庫
B
本

〈
尊
A
＞
…
尊
経
閣
文
庫
A
本

〈
尊

B
＞
…
尊
経
閣
文
庫
B
本

〈
尊

C
＞
…
尊
経
閣
文
庫
C
本

〈
尊
D
＞
…
尊
経
閣
文
庫
D
本

〈
東
A
＞
…
東
大
所
蔵
A
本

〈
東
B
＞
…
東
大
所
蔵
B
本

〈
京
A
＞
…
京
大
所
蔵
A
本

く
京

B
V
…
京
大
所
蔵
B
本

〈
別
雷
〉
…
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本

〈
陽

明
〉
…
陽
明
文
庫
蔵
本

〈
多
A
＞
…
多
和
文
庫
A
本

〈
多
B
＞
…
多
和
文
庫
B
本

〈
蓬
左
〉
…
蓬
左
文
庫
蔵
本

〈
道

A
＞
…
道
明
寺
天
満
宮
蔵
A
本

く
京
資
V
…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
本

（
一
）
「
「菅
家
文
草
」
注
釈
稿
（
一
）
」
（
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
」
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二
九
号
、
平
成
五
・
一
二
刊
）
「
『
菅
家
文
草
』
注
釈
稿
（
二
）
」
（
「
国
文

白
百
合
」
二
五
号
、
平
成
六
・
三
刊
）
「
『
菅
家
文
草
』
注
釈
稿
（
三
）
」

（
『白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
三
〇
号
、
平
成
六
．
一
二
刊
）

【本
文
】

　
菅
家
文
草
第
三
　
詩
三
〔
上
欄
外
に
朱
筆
ニ
テ
「
仁
和
二
丙
午
／
年
冊

二
」
ト
注
記
ス
〕

㎜
早
春

内
宴
、
聴
宮
妓
奏
柳
花
怨
曲
、
雁
製
。
（
自
＊
此
以
後
、
讃
州
刺

　
　
史
之
作
。
向
後
五
首
、
未
出
京
城
之
作
。
）

宮
妓
誰
非
奮
李
家

就
中
脂
粉
惣
恩
華

鷹
縁
＊
奏
曲
吹
莞
竹

豊
取
含
情
怨
柳
花

舞
破
錐
同
瓢
緑
朶

歓
甜
不
畳
落
銀
銀

饒
音
縦
在
微
臣
聴

最
歎
孤
行
海
上
沙

＊
此
…
底
本
一
字
欠
。
〈
内
B
＞
等
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
校
異
を
参
照
の

こ
と
。

＊
奏
…
底
本
「
奉
〔
左
傍
二
「
奏
イ
」
ト
注
記
ス
〕
」
と
あ
る
が
改
め
た
。

校
異
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【校
異
】

詩
三

…
行
ヲ
改
メ
「
詩
」
ト
ノ
ミ
記
ス
〈
蓬
左
〉
「
仁
和
二
丙
午
／
年
冊

二
」
…
墨
筆
ニ
テ
、
「
未
出
京
城
之
作
」
二
続
ク
。
「
年
四
十
二
」
二
作
ル

〈
尊

C
V
〈
東
A
V
〈
東
B
＞
〈
京
A
＞
〈
京
B
＞
〈
多
A
＞
〈
多
B
＞
〈
別
雷
〉

〈
陽
明
〉
〈
道
A
V
〈
蓬
左
〉
〈
京
資
〉
早
…
早
〔
異
体
字
註
記
有
り
〕
〈
尊

B
＞
宮
…
宮
〔
右
傍
二
「
官
イ
」
ト
注
記
ス
〕
〈
別
雷
〉
、
官
〈
陽
明
〉
奏

…
奏
〔
異
体
字
注
記
有
リ
〕
〈
別
雷
〉
隠
製
…
鷹
　
製
〈
内
B
＞
〈
尊
A
＞

〈
尊
B
＞
自
以
後
…
自
此
以
後
〈
内
B
＞
〈
東
A
＞
〈
束
B
＞
〈
京
B
＞
〈
多

B
V
〈
京
資
〉
刺
…
判
〈
尊
C
＞
〈
尊
D
＞
〈
蓬
左
〉
、
判
〔
右
傍
二
「
刺

イ
」
ト
注
記
ス
〕
〈
京
A
＞
〈
陽
明
V
非
…
欠
〔
右
傍
ヨ
リ
一
字
補
入
ス
〕

〈
多
A
＞
〈
別
雷
〉
脂
…
胎
〈
蓬
左
〉
恩
…
思
〈
多
A
＞
〈
道
A
＞
、
思

〔右
傍
二
「
恩
イ
」
ト
注
記
ス
〕
〈
別
雷
〉
奉
…
奏
〈
内
B
＞
〈
尊
A
＞

〈
尊
B
＞
〈
尊
C
＞
〈
東
A
＞
〈
京
A
＞
〈
京
B
＞
〈
東
B
＞
〈
多
A
＞
〈
多
B
＞

〈
蓬
左
〉
〈
道
A
＞
〈
京
資
∨
銀
…
劔
〈
尊
A
＞
〈
尊
B
＞
〈
尊
C
＞
〈
尊
D
＞

〈
多
A
＞
〈
道
A
＞
、
銀
〔
右
傍
二
「
銀
」
ト
注
記
ス
〕
〈
別
雷
〉
微
…
撤

〈
尊
A
＞
〈
尊
B
＞
〈
尊
C
＞
、
一
時
次
空
き
〈
尊
D
＞

【訓
読
】

　
菅
家
文
草
第
三
　
詩
三
〕

鵬
早
春
の

内
宴
に
し
て
、
宮
妓
の
柳
花
怨
の
曲
を
奏
す
る
を
聴
く
、
製
に

　
　
応
ず
。
（
此
よ
り
以
後
、
讃
州
刺
史
の
作
。
向
後
の
五
首
は
、
未
だ

　
　
京
城
を
出
ざ
る
の
作
。
）

宮
妓
は
誰
か
奮
の
李
家
に
非
ざ
る

な
か
ん
つ
く
脂
粉
は
忽
て
恩
華
な
る
も
の
を

雁
に

奏
曲
に
縁
り
て
先
竹
を
吹
か
ん
と
す

宣
に

含
情
を
取
り
て
柳
花
を
怨
ま
ん
や

舞
は
破
に
し
て
緑
朶
を
瓢
す
に
同
じ
と
錐
も

歓

は
甜
に
し
て
銀
銀
を
落
と
せ
し
こ
と
も
覚
え
ず

除
音
は

縦
ひ
微
臣
の
聴
に
在
り
と
い
へ
ど
も

最

も
歎
く
ら
く
は
孤
り
海
上
の
沙
を
行
か
ん
こ
と
を

【注
釈
】
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◇
内
宴
…
内
裏
で
行
な
わ
れ
た
宮
中
の
私
的
な
宴
。
嵯
峨
朝
に
起
源
を
持

つ
。
仁
寿
殿
で
正
月
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
日
の
間
に
な
さ
れ
た
。

『河
海
抄
』
に
拠
れ
ば
、
「
内
宴
記
日
、
弘
仁
四
年
始
有
内
宴
、
唐
太
宗

之
奮
風
也
、
正
月
一
二
三
日
間
有
子
日
者
、
件
日
行
之
、
藏
人
式
・
清
涼

記
等
、
廿
日
注
日
、
二
十
一
二
一
二
日
之
間
有
子
日
、
件
日
行
之
」
と
あ
る
。

こ
の
弘
仁
四
年
は
『
日
本
後
紀
』
同
年
条
に
「
正
月
丙
子
（
二
十
二
日
）
、

曲
宴
後
殿
、
命
文
人
賦
、
賜
俸
有
差
」
と
記
録
さ
れ
、
ま
た
、
『
年
中
行

事
秘
抄
』
正
月
「
廿
一
日
、
内
宴
事
」
に
「
国
史
云
、
弘
仁
三
年
二
月
幸

神
泉
苑
、
覧
花
樹
、
令
文
人
賦
詩
、
花
宴
之
節
始
此
　
、
廿
＝
一
三
之
間
、

有
子
日
、
件
日
行
之
、
長
元
以
後
、
久
不
被
行
、
若
有
内
宴
年
、
三
月
有

殿
上
賭
弓
、
麹
塵
之
抱
欺
」
と
あ
る
。
ま
た
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
で
も
、

「
正
月
廿
日
　
内
宴
事
（
廿
一
二
三
日
間
。
若
有
子
日
、
使
用
其
日
）
」

と
し
て
「
所
司
装
束
仁
壽
殿
。
遣
使
於
新
王
第
。
令
示
仰
明
日
可
参
之
状
。

先
例
。
親
王
一
人
預
之
。
但
堪
属
文
親
王
有
召
加
。
例
不
過
一
人
而
己
、

又
藏
人
頭
奉
仰
。
差
内
竪
令
仰
廻
可
参
文
人
等
。
儒
士
拉
文
章
博
士
索
傑

出
者
一
両
。
但
内
記
依
例
預
之
。
仁
和
四
年
正
月
巳
未
御
記
云
。
太
政
大

臣
。
送
朕
書
云
内
宴
陪
膳
古
跡
。
以
采
女
為
奉
仕
之
。
而
先
帝
令
更
衣
陪

膳
。
令
問
古
老
。
采
女
等
自
奏
之
。
若
無
更
衣
。
復
奮
用
采
女
」
と
あ
り
、

「儒
士
拉
文
章
博
士
」
が
選
ば
れ
、
「
采
女
」
が
こ
の
行
事
に
奉
仕
し
た

こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
。

◇
柳
花
怨
…
舞
曲
の
名
。
『
教
訓
抄
』
巻
六
に
「
柳
花
薗
　
柳
花
苑
云

（拍
子
廿
四
可
吹
七
反
。
）
本
者
柳
花
怨
云
（
而
天
暦
内
宴
又
日
。
有
儀

定
被
改
怨
字
。
苑
字
定
置
云
々
。
）
昔
ハ
此
曲
二
舞
ア
リ
ケ
レ
ト
モ
。
絶

テ
久
ク
ナ
リ
テ
侍
ト
モ
。
舞
ノ
在
リ
ケ
ル
時
ノ
様
ハ
。
知
ヘ
キ
事
ニ
テ
侍

ハ

。
シ
ル
シ
侍
也
。
桓
武
天
皇
御
時
。
遣
唐
使
（
憐
生
久
燈
眞
茂
。
）
所

傳
渡
也
。
其
時
者
。
一
二
三
帖
（
遅
吹
。
）
各
元
間
拍
子
。
三
切
舞
終
テ

後
者
ヲ
取
。
（
笙
笛
許
。
）
次
二
詠
。
次
四
帖
ヲ
急
二
吹
ク
。
拍
子
同
。
次

欲
吹
五
帖
之
時
。
暫
有
其
間
。
次
五
帖
（
遅
吹
。
）
次
音
取
。
次
詠
（
如

前
。
）
次
六
帖
ヲ
急
二
吹
ク
。
（
則
加
拍
子
。
）
本
是
者
（
大
食
調
曲
也
。
）

而
承
和
御
時
。
改
被
隻
調
（
早
物
也
。
）
弾
物
ニ
ハ
無
樂
拍
子
。
忠
拍
子

許
也
。
惟
季
之
説
ニ
ハ
ト
モ
ニ
侍
也
。
（
時
元
之
説
ニ
ハ
樂
拍
子
延
八
拍

子
吹
之
。
）
」
と
あ
る
。
道
真
の
時
代
に
は
、
承
和
（
仁
明
）
朝
に
改
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

◇
刺
史
…
国
司
の
唐
名
。
『
職
源
抄
』
に
、
「
諸
国
、
唐
名
、
守
、
刺
史
」

と
あ
る
。

◇
京
城
…
皇
居
、
そ
こ
か
ら
転
じ
て
都
の
意
。
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻

一
二

「
琵
琶
行
拉
序
」
に
「
自
言
本
是
京
城
女
、
家
在
蝦
墓
陵
下
住
」
と

あ
る
。

◇
宮
妓
…
宮
中
の
歌
舞
を
職
掌
と
す
る
女
官
。
王
勃
「
銅
雀
妓
」
の
初
・

二
句
に
「
妾
本
深
宮
妓
、
曾
城
閉
九
重
」
と
あ
る
。

◇
誰
非
三
「
誰
か
～
で
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
言
っ
た
内
容
を
表
す
も
の
。

『三
体
詩
』
巻
三
に
も
収
め
る
唐
李
端
の
「
送
鄭
宥
入
蜀
」
に
「
在
世
誰

非
客
、
還
家
郎
是
郷
」
と
あ
る
用
例
が
検
索
さ
れ
た
。

◇
李
家

…
唐
の
天
子
の
家
の
こ
と
。
ま
た
唐
の
朝
廷
。
唐
の
姓
は
李
だ
か

ら
。
用
例
と
し
て
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
「
晩
蹄
有
感
」
か
ら

「朝
弔
李
家
孤
、
暮
問
崔
家
疾
」
、
及
び
元
積
「
琵
琶
歌
　
寄
管
見
。
兼

講
鐵
山
。
此
後
並
新
題
樂
府
」
一
一
・
＝
一
句
「
段
師
弟
子
数
十
人
、
李

家
管
見
稻
上
足
」
と
同
じ
く
一
七
・
一
八
句
「
李
家
兄
弟
皆
愛
酒
、
我
足

酒
徒
爲
密
友
」
を
挙
げ
て
お
く
。

◇
就
中
…
中
で
も
。
『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
琵
琶
行
並
序
」
末
尾
に
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「
就
中
涙
下
誰
最
多
、
江
州
司
馬
青
杉
※
」
と
あ
る
。

◇
脂
粉
…
べ
に
と
お
し
ろ
い
。
陶
潜
「
閑
情
賦
」
に
「
悲
脂
粉
之
尚
鮮
、

或
取
殿
於
華
粧
」
と
あ
る
。

◇
惣
…
「
す
べ
て
」
或
い
は
「
み
な
」
と
言
っ
た
意
味
。
抱
に
同
じ
。

『廣
益
助
語
齢
集
例
』
中
に
「
與
線
同
、
又
抱
與
縛
同
、
掬
將
領
也
、
又

合
也
、
皆
也
。
呉
都
賦
、
掬
有
流
而
爲
長
（
合
也
）
」
と
指
摘
す
る
。

◇
恩
華
…
恩
と
言
っ
た
情
愛
に
関
す
る
こ
と
を
花
で
比
喩
し
た
表
現
。
劉

萬
錫
「
和
李
相
公
以
平
泉
新
誕
獲
方
外
之
名
因
爲
詩
以
報
洛
中
士
君
子
兼

見
寄
之
什
」
に
「
恩
華
欝
北
第
、
瀟
漉
愛
東
山
」
と
あ
る
。

◇
充
竹
…
売
笛
を
言
う
か
。
売
族
の
吹
く
笛
。
「
風
俗
通
」
「
聲
音
・
笛
」

に

「馬
融
笛
賦
日
、
近
世
隻
笛
從
先
、
莞
人
伐
竹
木
」
と
あ
る
。

◇
含
情
…
風
情
の
あ
る
こ
と
。
李
商
隠
「
臨
登
崇
譲
宅
紫
薇
」
に
「
桃
綬

含
情
依
露
井
、
柳
綿
相
憶
隔
章
墓
」
と
あ
る
。

◇
破
…
楽
曲
の
急
な
も
の
。
『
唐
書
』
「
五
行
志
」
二
に
「
天
費
後
、
樂
曲

多
以
邊
地
爲
名
、
有
伊
州
・
甘
州
・
涼
州
等
、
至
其
曲
遍
繁
聲
、
皆
謂
之

入
破
」
と
あ
る
。
ま
た
類
似
が
注
意
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
杜
牧
「
過
華

清
宮
絶
句
三
首
（
二
）
」
の
「
寛
裳
一
曲
千
峯
上
、
舞
破
中
原
始
下
來
」

が
あ
る
。
元
積
の
「
箏
」
の
「
急
揮
舞
破
催
飛
燕
、
慢
遂
歌
詞
弄
小
娘
」

も
あ
る
が
「
歌
詞
」
と
の
対
で
出
た
も
の
。

◇
緑
朶
…
未
詳
。
文
脈
か
ら
言
う
と
、
「
（
花
の
つ
い
た
）
緑
の
枝
」
と
言

う
こ
と
か
。

◇
酎
…
「
た
け
な
わ
」
と
読
み
、
こ
こ
で
は
酒
宴
の
真
最
中
で
あ
る
こ
と

を
表
す
。
『
白
氏
文
集
』
巻
六
三
「
隠
几
贈
客
」
に
「
客
到
忽
已
酎
、
脱

中
坐
掻
首
」
と
あ
る
。

◇
除
音
…
第
一
義
は
後
ま
で
残
り
聞
こ
え
て
い
る
音
。
王
褒
の
「
洞
篇

賦
」
に
「
條
暢
洞
達
中
節
操
今
、
終
詩
卒
曲
尚
飴
音
号
」
と
あ
る
。
こ
れ

で
も
解
釈
は
可
能
だ
が
、
こ
こ
で
は
第
二
義
の
前
代
か
ら
伝
わ
っ
た
歌
曲
、

で
解
釈

し
て
お
く
。
用
例
は
播
岳
の
「
寡
婦
賦
」
に
「
覧
寒
泉
之
遺
歎
分
、

詠
蓼
我
之
除
音
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
。

◇
縦

…
「
た
と
ひ
」
と
読
み
、
「
た
と
え
～
で
あ
っ
て
も
」
と
言
っ
た
内

容
を
表
す
。
「
白
氏
文
集
」
巻
七
一
「
毎
見
呂
南
一
郎
中
新
文
、
輯
窺
有

所
歎
惜
。
因
成
長
句
、
以
詠
所
懐
」
に
「
讐
金
百
錬
少
人
知
、
縦
我
知
君

徒
爾
爲
」
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

◇
孤
行
海
上
沙
…
道
真
の
孤
独
を
象
る
表
現
。
発
想
を
同
じ
く
す
る
と
思

わ
れ
る
も
の
に
「
菅
家
文
草
」
巻
二
「
奉
和
兵
部
侍
郎
突
舎
弟
大
夫
之
9

作
」
の
「
君
悲
逝
水
孤
浮
浪
、
我
泣
分
陰
共
鎮
氷
」
と
い
う
叙
述
が
見
ら

れ
る
。
【口
語
訳
】

　
菅
家
文
草
第
三
　
詩
三
〕

捌
早
春
の
内
宴
で
も
っ
て
、
宮
妓
が
柳
花
怨
の
曲
を
奏
し
た
の
を
聴
い
た
、

　
　
製

に
応
じ
た
。
（
以
後
よ
り
、
讃
州
刺
史
の
作
。
こ
れ
か
ら
の
五
首

　
　
は
、
ま
だ
京
都
を
出
て
い
な
い
時
の
作
で
あ
る
。
）

宮
中
の
妓
は
い
っ
た
い
誰
か
昔
の
李
家
の
芸
子
の
よ
う
に
優
れ
た
踊
り
手

で
な
い
だ
ろ
う
か

と
り
わ
け
白
粉
は
み
な
恩
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
華
で
あ
る
の
に

今
頃
は

き
っ
と
奏
で
ら
れ
る
曲
に
乗
せ
て
莞
竹
を
吹
い
て
い
る
だ
ろ
う

ど
う
し
て
風
情
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
柳
の
花
を
怨
も
う
か

舞
は
序
破
急
の
破
で
緑
の
枝
を
瓢
す
ぐ
ら
い
激
し
い
と
言
っ
て
も

憾
興
は

絶
好
調
で
銀
の

銀
を
落
と
し
た
こ
と
に
も
気
付
か
な
い

そ
の
楽
の
音
の
餓
響
は
こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
者
で
あ
る
私
の
耳
に
こ
だ
ま
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し
て
い
る
と
は
言
え

最
も
歎
か
れ
る
の
は
た
だ
一
人
っ
き
り
で
海
上
の
沙
の
上
を
行
く
で
あ
ろ

う
こ
と
で
あ
る

【平
灰
】

●○○●●○●○

●○○●●○○●

○●●○○●○○

○●●○○●●○

●○●○○○●●

●○○●●○○●

○●○●○●○○

七
言
の
雑
体
詩
。
律
詩
に
見
え
る
が
、
韻
字
が
合
わ
な
い
。
具
体
的
に
は

韻
を
踏
む
べ
き
「
家
」
「
華
」
「
花
」
「
叙
」
「
沙
」
の
中
で
「
叙
」
の
み
が

佳
韻
上
平
声
、
他
は
す
べ
て
麻
韻
下
平
声
。
「
銀
」
の
箇
所
に
異
文
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
の
も
、
そ
れ
に
拠
る
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の

「
銀
」
も
、
「
剣
」
の
異
体
字
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
監
韻
去
声
と
な
り
、

平
灰
が
合
わ
な
い
。
そ
れ
か
ら
四
句
目
「
怨
」
は
平
、
灰
両
用
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
韻
字
の
規
制
は
な
い
。

【考
察
】

　

こ
の
詩
に
言
及
し
た
も
の
に
、
村
田
正
博
氏
の
「
道
真
詩
抄
～
早
春
内

宴
に

し
て
柳
花
怨
の
曲
を
聴
く
（
菅
家
文
草
巻
三
1
一
八
三
）
～
」
が
あ

る
（
2
）
。
そ
こ
で
は
時
代
背
景
、
お
よ
び
引
用
さ
れ
た
故
事
出
典
を
丁

寧
に

追
っ
た
上
で
、
宮
妓
の
舞
の
様
を
述
べ
た
第
六
句
ま
で
と
、
七
・
八

句
の
自
ら
の
心
情
を
述
懐
し
た
部
分
と
の
間
に
断
層
を
認
め
て
い
る
。

「述
懐
を
こ
め
つ
つ
内
宴
を
讃
え
る
作
」
と
捉
え
る
。
さ
ら
に
「
柳
花

怨
」
の
王
昭
君
の
故
事
、
た
と
え
ば
「
落
銀
叙
」
の
叙
述
に
「
楽
府
詩

集
』
巻
二
九
蒔
道
衡
「
明
君
詩
」
の
「
叙
落
落
雁
」
棄
、
髪
解
不
レ
須
レ

榮
」
を
、
ま
た
「
海
上
沙
」
に
は
、
同
じ
く
「
明
君
詩
」
の
「
郁
望
二
闇

山
廻
一
、
前
暗
二
沙
漠
平
」
、
の
投
影
を
見
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
故
事
は
後
代
の
物
語
文
学
の
作
品
で
あ
る
が
、
「
う
つ

ほ

物
語
』
「
な
い
し
の
か
み
」
に
も
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
こ
の
一

人
の

こ
く
も
を
た
ま
ふ
時
に
、
こ
く
も
、
こ
の
く
に
へ
わ
た
る
と
て
な
げ

く
こ
と
、
こ
か
の
ね
を
き
x
か
な
し
び
て
、
の
れ
る
む
ま
の
な
げ
く
な
む
、

こ
の
め
が
い
で
た
ち
な
り
け
る
」
（
3
）
と
言
っ
た
叙
述
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
漢
文
脈
と
和
文
脈
と
の
融
合
し
た
可
能
性
を
見
て
取
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
か
ら
巻
三
に
な
っ
て
底
本
の
内
閣
文
庫
A
本
の
本
文
に
校
訂
を
要

す

る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
自
分
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
内
閣
文
庫
A

本
に
拘
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
今
の
時
点
で
は
、
こ
の
本
で
見
て
行
く
。

し
か
し
よ
り
底
本
に
相
応
し
い
本
を
調
査
で
き
し
だ
い
、
底
本
を
変
更
す

る
こ
と
も
あ
り
え
る
と
言
う
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（
2
）
『
人
文
研
究
（
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
ご
四
四
巻
一
三
分
冊
、
平

　
　
　
成
四
年
＝
一
月
刊
。

（
3
）
本
文
の
引
用
は
野
口
元
大
氏
校
注
の
『
校
注
古
典
叢
書
　
う
つ
ほ

　
　
　
物
語

（三
ご

昭
和
六
一
年
二
月
刊
に
拠
る
。

【本
文
】

〔冒
頭
、
欄
外
二
朱
筆
ニ
テ
「
相
国
昭
宣
公
」
ト
注
記
ス
〕

捌
予
爲
外
吏
、
幸
侍
内
宴
装
束
之
間
、
得
預
公
宴
者
、
雌
有
奮
例
又
殊
恩

　
　
也
。
王
公
依
次
、
行
酒
詩
臣
。
相
國
以
當
次
、
又
不
餅
盃
。
予
前
仔
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立
不
行
。
須
実
吟
日
、
明
朝
風
景
周
何
人
。
一
吟
之
後
、
命
予
高
詠
。

　
　
蒙
命
欲
詠
、
心
神
迷
齪
、
纏
護
一
聲
、
涙
流
鳴
咽
。
宴
罷
蹄
家
、
．
通

　
　
夜
不
睡
。
黙
然
而
止
如
病
胸
塞
。
尚
書
左
丞
在
傍
詳
聞
。
故
寄
一
篇

　
　
以
慰
情
。

自
聞
相
國
一
開
唇

何
似
風
光
有
主
人

忠
信
從
來
將
端
力

文
章
不
道
猫
當
仁

含
誠
欲
報
承
恩
久

登
詠
無
堪
落
涙
頻

若
出
皇
城
思
此
事

定
蹄
南
海
浪
花
春

【校
異
】

恩

…
思
〔
右
傍
二
「
恩
イ
」
ト
注
記
ス
〕
〈
別
雷
〉
相
國
…
相
國
〔
右
傍

二

「
昭
宣
公
」
ト
注
記
ス
〕
〈
東
A
＞
〈
東
B
＞
〈
京
B
＞
〈
京
資
〉
不
群
盃

…
不
可
欝
盃
〈
東
A
＞
〈
東
B
V
〈
京
B
V
〈
京
資
〉
、
不
不
辞
盃
〈
尊
C
＞

〈
尊
D
＞
日
…
日
〈
内
B
＞
〈
尊
A
＞
〈
尊
B
＞
〈
尊
D
＞
〈
京
A
＞
〈
蓬
左
〉

聲
…
考
く
尊
A
V
通
…
道
〈
尊
A
＞
〈
蓬
左
V
塞
…
寒
〈
尊
A
＞
左
丞
…

二
字
欠
〈
尊
A
＞
〈
尊
B
＞
、
左
丞
〔
左
傍
二
．
「
佐
世
」
ト
注
記
ス
〕
〈
東

A
V
〈
東
B
＞
〈
京
B
V
〈
京
資
〉
涙
…
渡
〈
京
A
＞
咽
…
咽
〔
異
体
字
注

記
有

リ
〕
〈
別
雷
〉
通
…
道
〈
尊
B
＞
〈
尊
D
＞
黙
…
鮎
〔
右
傍
二
「
黙

イ
」
ト
注
記
ス
〕
〈
別
雷
〉
胸
…
胸
〔
異
体
字
注
記
有
リ
〕
〈
別
雷
〉
塞
…

寒

〈
尊
B
＞
〈
尊
D
＞
左
…
在
〔
右
傍
二
「
左
イ
」
ト
注
記
ス
〕
〈
別
雷
〉

丞

…
丞
〔
異
体
字
注
記
有
リ
〕
〈
別
雷
〉
情
…
性
〈
道
A
＞
〈
陽
明
〉
開
…

開
〔
重
ネ
書
ギ
ニ
テ
「
聞
」
ヲ
改
ム
〕
〈
尊
C
V
娼
…
場
〔
右
傍
二
「
娼

イ
」
ト
注
記
ス
〕
〈
別
雷
〉
、
端
く
蓬
左
V
久
…
一
字
欠
空
き
〈
蓬
左
〉
恩

…
思
〈
別
雷
〉
〈
多
A
＞
涙
…
涙
〔
異
体
字
注
記
有
リ
〕
〈
別
雷
〉
、
渡

〈
陽
明
〉

【訓
読
】

　

姐
予
外
吏
と
爲
り
、
幸
ひ
に
内
宴
装
束
之
間
に
侍
り
て
、
公
宴
に
預
る

　
を
得
た
る
は
、
奮
例
有
り
と
錐
も
又
殊
恩
な
り
。
王
公
は
次
に
依
り
、

　

酒

を
詩
臣
に
行
ふ
。
相
國
は
次
に
當
る
を
以
て
、
又
盃
を
段
さ
ず
。
予

　
が
前
に
し
て
待
立
し
て
行
か
ず
。
須
央
に
し
て
吟
じ
て
曰
く
、
「
明
朝

　
の

風
景
何
人
に
か
腐
さ
ん
や
。
」
と
。
一
吟
の
後
、
予
に
命
じ
て
高
く

　
詠
ぜ

し
む
。
命
を
蒙
り
て
詠
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
心
神
迷
齪
し
て
、

　
纏
に
一
聲
を
襲
す
る
の
み
、
涙
流
れ
て
鳴
咽
す
。
宴
罷
み
て
家
に
蹄
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　

に
、
通
夜
睡
ら
れ
ず
。
黙
然
と
し
て
止
だ
病
み
た
る
が
如
く
に
胸
塞
が

　

る
。
尚
書
左
丞
傍
に
在
り
て
詳
か
に
聞
け
り
。
故
に
一
篇
を
寄
せ
て
以

　
て

情
を
慰
む
。

相
國
一
た
び
唇
を
開
く
を
聞
き
し
よ
り

何
ぞ
風
光
の
主
人
有
る
に
似
た
ら
ん
や

忠
信
從
來
將
に
力
を
喝
く
さ
ん
と
す

文
章
は
猫
り
仁
に
當
た
る
と
道
は
ず

誠
を
含
み
て
報
い
ん
と
欲
す
る
に
恩
を
承
く
る
こ
と
久
し

詠
を
登
し
て
堪
え
る
無
く
涙
落
つ
る
こ
と
頻
り
な
り

若
し
皇
城
を
出
で
て
此
事
を
思
は
ば

定
め

て

蹄
か
ん
南
海
浪
花
の
春

【注
釈
】

◇
外
吏
…
地
方
官
の
こ
と
。
「
漢
書
」
「
忽
方
進
傳
」
に
「
外
吏
白
都
尉
方

至
、
立
語
言
自
若
」
と
あ
る
の
が
、
そ
の
用
例
だ
が
こ
こ
で
は
外
任
の
地
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方
官
。
国
司
、
受
領
な
ど
。
『
後
撰
和
歌
集
』
雑
一
・
一
〇
八
〇
詞
書
に

「外
吏
に
し
ば
し
ば
ま
か
り
あ
り
き
て
、
殿
上
お
り
て
侍
け
る
時
」
と
あ

る
。◇
内
宴
装
束
之
間
…
一
八
三
番
詩
参
照
。
前
出
の
「
小
野
宮
年
中
行
事
』

に

「
所
司
装
束
仁
壽
殿
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
場
所
は
仁
寿
殿
で
あ

っ
た
。

◇
公
宴

…
『
故
實
拾
要
」
巻
六
に
「
是
於
禁
裏
和
歌
御
會
或
御
酒
宴
等
ノ

御
遊
ア
ル
「
ヲ
云
ナ
リ
」
と
あ
る
。

◇
殊
恩
…
特
別
の
恩
恵
。
『
後
漢
書
』
「
杜
詩
傳
」
に
「
陛
下
殊
恩
、
未
許

放
退
」
と
あ
る
。

◇
依
次
…
順
序
に
よ
っ
て
。
順
次
に
。
『
後
漢
書
』
「
楊
脩
傳
」
に
「
乃
逆

爲
答
記
敷
守
舎
見
若
有
令
出
依
次
通
之
脩
又
嘗
出
行
簿
操
有
間
外
事
」
と

あ
る
。

◇
詩
臣
…
道
真
の
造
語
で
あ
ろ
う
か
。
未
だ
用
例
を
検
出
し
得
な
い
。
た

だ
道
真
の

使
用

し
た
例
で
見
て
行
く
と
、
「
菅
家
文
草
」
巻
一
、
二
七
番

詩

「
早
春
侍
内
宴
同
賦
無
物
不
逢
春
、
雁
製
」
五
・
六
句
に
、
「
詩
臣
膳

露
言
行
楽
、
女
妓
粧
成
舞
歩
虚
」
と
あ
り
、
同
じ
く
『
菅
家
文
草
』
巻
四
、

三
二
四

番
詩

「
三
月
三
日
、
侍
於
雅
院
、
賜
侍
臣
曲
水
之
飯
、
雁
製
」

七
・
八
句
に
は
「
四
時
不
廃
歌
王
澤
、
長
断
詩
臣
作
外
臣
」
と
あ
る
例
が

見
出
さ
れ
る
。

◇
相
國

…
太
政
大
臣
の
唐
名
。
『
職
源
抄
』
上
に
「
太
政
大
臣
、
唐
名
大

師
、
相
國
、
大
尉
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
藤
原
基
経
、
こ
の
年
「
関
白
太

政
大
臣
従
一
位
五
十
一
」
と
『
公
卿
補
任
』
に
見
え
る
。

◇
仔
立
…
た
た
ず
む
。
『
詩
経
』
「
郡
風
、
燕
燕
」
に
「
謄
望
弗
及
、
仔
立

以
泣
」
と
あ
る
。

◇
須
央
…
し
ば
ら
く
の
間
。
用
例
と
し
て
、
『
白
氏
文
集
』
巻
九
「
古
調

詩
　
北
園
」
に
「
心
知
須
央
落
、
一
日
三
四
來
」
を
挙
げ
て
お
く
。

◇
明
朝
風
景
周
何
人
…
『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
「
答
元
奉
禮
同
宿
見
贈
」

の
一
句
。
全
文
を
引
用
す
る
と
「
相
逢
倶
歎
不
閑
身
、
直
日
常
多
齋
日
頻
、

曉
鼓
一
聲
分
散
去
、
明
朝
風
景
属
何
人
」
。
絶
句
の
結
句
に
当
た
り
、
こ

の

詩
全
体
の
主
題
を
担
う
が
、
引
用
さ
れ
た
白
詩
自
体
は
宮
仕
え
の
多
忙

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
典
型
的
な
断
章
取
義
と
言
え
よ
う
。
こ
の
「
風

景
」
の
語
義
は
第
一
に
現
代
語
と
同
義
の
景
色
、
眺
め
。
『
晋
書
』
「
羊
砧

傳
」
の
「
砧
樂
山
水
毎
風
景
必
造
呪
山
、
置
酒
言
詠
終
日
不
倦
」
の
用
例

が

あ
る
。
第
二
義
は
人
の
様
子
。
こ
れ
も
「
晋
書
』
「
劉
毅
傳
」
に
「
能

令
義
士
宗
其
風
景
、
州
間
蹄
其
清
流
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ど
ち
ら
で

も
解
釈
で
き
る
が
、
人
の
無
情
を
歎
い
た
詩
で
あ
る
の
で
第
一
義
を
取
る

こ
と
に
す
る
。

◇
心
神
…
こ
こ
ろ
。
精
神
。
思
考
力
を
表
す
語
。
北
周
の
庚
信
「
代
人
乞

致
仕
表
」
に
「
心
神
已
弊
、
暑
刻
増
悲
」
と
あ
る
。

◇
迷
齪
…
迷
い
乱
れ
る
こ
と
。
『
荘
子
』
「
秋
水
篇
」
に
「
以
其
至
小
、
求

窮
其
至
大
之
域
、
是
故
迷
齪
而
不
能
自
得
也
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
張
蕎

『遊
仙
窟
』
に
も
「
下
官
寓
遊
勝
境
、
旅
泊
閑
亭
、
忽
遇
神
仙
、
不
勝
迷

コ勘
」
と
あ
っ
た
。

◇
止
…
た
だ
。
い
く
つ
か
の
刊
本
に
「
止
タ
」
と
字
を
送
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
み
た
。
鐸
介
石
の
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

刊
、
『
助
字
墜
」
巻
五
に
「
止
（
タ
〉
）
　
止
ハ
ソ
ノ
事
一
ツ
ノ
上
二
止

リ
テ
他
二
移
ラ
ザ
ル
ノ
義
ナ
リ
」
と
す
る
。

◇
塞
…
ふ
さ
が
る
。
『
新
撰
字
鏡
」
巻
五
に
「
障
、
埠
」
の
訓
注
に
「
ヘ

タ
ツ
乎
也
、
フ
タ
ク
、
塞
也
、
垂
也
、
防
也
、
昧
也
／
防
坊
字
同
之
、
脩
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也
、
當
也
、
徹
也
、
禁
也
、
郭
也
、
利
也
」
と
あ
る
。

◇
尚
書
…
日
本
の
弁
官
の
唐
名
。
「
職
源
抄
」
上
に
「
辮
七
人
、
左
右
大

辮
二
人
、
唐
名
、
尚
書
・
左
右
大
丞
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
藤
原
佐
世
。

「江
談
抄
」
に
「
又
被
命
云
。
藤
氏
献
策
之
始
、
佐
世
也
。
昭
宣
公
家
司

被
家
起
天
神
被
引
縁
。
令
座
給
。
時
儒
者
等
皆
悉
不
用
、
昭
宣
公
被
嘆
息

切
切
被
乞
請
云

々
。
予
問
云
、
以
何
故
不
請
哉
云
々
。
被
答
云
、
其
事
有

理
。
紀
家
良
香
等
云
。
藤
麻
幾
多
天
良
礼
那
波
。
我
等
流
不
成
立
。
錐
然

藤
氏
無
止
流
可
昇
進
也
云
々
。
錐
然
遂
以
献
策
。
問
儒
良
香
也
。
献
策
之

日
昭
宣
公
敷
荒
薦
下
庭
。
令
申
請
天
道
給
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
昭
宣
公
、

藤
原
基
経
に
重
用
さ
れ
た
。
次
の
詩
、
一
八
五
番
詩
に
も
「
尚
書
左
丞
」

と
出
る
。
ま
た
他
に
巻
五
、
三
五
一
番
詩
「
秋
日
、
陪
源
亜
相
第
、
饅
安

鎮
西
・
藤
陸
州
、
各
分
一
字
。
探
得
紅
」
の
「
藤
陸
州
」
も
そ
れ
。
な
お

藤
原
佐
世
は
「
日
本
国
見
在
書
目
録
」
の
編
者
で
も
あ
る
。

◇
何
似
…
第
一
義
は
、
疑
問
詞
。
ど
の
よ
う
に
。
用
例
と
し
て
は
唐
張
九

齢

「
勅

幽
州
節
度
張
守
珪
書
」
に
「
卿
比
疹
疾
、
今
復
何
似
、
宜
善
將

療
」
。
第
二
義
は
、
反
語
的
に
用
い
ら
れ
る
。
ど
う
し
て
～
で
あ
る
こ
と

が

あ
ろ
う
か
、
い
や
な
い
、
の
意
。
用
例
に
は
唐
話
夷
中
「
燕
塁
詩
之

二
」
に
「
何
似
章
華
畔
、
空
除
禾
黍
生
」
が
見
出
さ
れ
る
。

◇
風
光
…
景
色
、
眺
め
、
眺
望
。
用
例
に
・
「
白
氏
文
集
」
巻
二
三
「
春

老
」
の
「
欲
随
年
少
強
遊
春
、
自
登
風
光
不
屈
身
」
が
あ
る
。
こ
の
句
の

二
字
め
の
「
似
」
は
灰
声
、
故
に
平
声
の
「
光
」
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
「
景
」
で
は
灰
声
で
あ
り
、
二
四
不
同
の
原
則
に
合
わ
な
い
。

◇
從
來
…
以
前
か
ら
ず
っ
と
、
の
意
。
唐
買
島
「
過
京
索
先
生
墳
」
「
從

來
有
恨
君
多
実
、
今
日
何
人
更
実
君
」
が
そ
の
用
例
。

◇
娼
力

…
伊
藤
東
涯
「
操
触
字
訣
』
巻
七
に
「
娼
ハ
蓋
也
、
又
敗
也
、
ク

ヅ
レ

ツ
キ
テ
シ
マ
フ
コ
ト
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
力
を
つ
く
し
て
、
と

読
ん

で
み
た
。

◇
文
章
…
「
文
選
」
巻
五
二
に
も
収
め
る
魏
文
帝
の
「
典
論
」
の
「
蓋
文

章
経
国
大
業
、
不
朽
之
盛
事
」
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
因
み
に
こ
れ
は
前
代

の

勅
撰
三
集
の
時
代
に
も
、
そ
の
第
三
集
「
経
国
集
」
の
題
名
の
出
典
と

も
な
っ
た
も
の
。

◇
道
…
荻
生
狙
傑
「
鐸
文
答
蹄
」
巻
五
に
「
道
、
言
ノ
字
ト
同
ナ
リ
」
と

あ
る
。

◇
承
恩

…
君
主
の
寵
恩
を
受
け
る
こ
と
。
用
例
に
杜
甫
「
丹
青
引
」
の

「開
元
之
中
常
引
見
、
承
恩
敷
上
南
薫
殿
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◇
皇
城
…
み
や
こ
。
こ
こ
で
は
京
都
。
「
白
氏
文
集
」
巻
六
五
「
集
賢
池
、

答
侍
中
間
」
に
「
主
人
晩
入
皇
城
宿
、
問
客
俳
徊
何
所
須
」
と
あ
る
。

◇
暗
…
荻
生
但
裸
「
謬
文
笙
蹄
後
編
」
巻
二
に
「
聲
ヲ
タ
テ
〉
涙
ヲ
流
サ

ズ

ナ
ク
ナ
リ
」
と
あ
る
。
鳴
咽
に
あ
た
る
も
の
。
「
白
氏
文
集
』
巻
五
六

「結
之
」
に
「
歎
愛
今
伺
在
、
悲
暗
亦
是
空
」
は
一
例
。

◇
浪
花
…
波
を
花
に
見
立
て
た
表
現
。
梁
元
帝
「
鴛
鴛
賦
」
に
「
朝
浮
号

浪
花
、
夜
集
号
江
沙
」
と
あ
る
の
が
そ
の
例
。
ま
た
こ
の
技
法
は
道
真
自

身
に
よ
っ
て
和
歌
に
転
用
さ
れ
る
。
詞
書
も
引
用
し
て
お
く
。
『
古
今
和

歌
集
』
巻
五
「
秋
歌
下
」
二
七
二
番
歌
「
お
な
じ
御
時
せ
ら
れ
け
る
菊
合

に
、
洲
浜
を
つ
く
り
て
、
菊
の
花
植
ゑ
た
り
け
る
に
く
は
へ
た
り
け
る
歌

吹
上
の
浜
の

形
に
菊
植
ゑ
た
り
け
る
に
よ
め
る
　
菅
原
朝
臣
　
秋
風
の
吹

き
あ
げ
に
た
て
る
白
菊
は
花
か
あ
ら
ぬ
か
波
の
寄
す
る
か
」
と
あ
る
。

【口
語
訳
】

捌
私
が
外
吏
と
な
っ
て
も
、
幸
い
に
内
宴
装
束
の
間
に
侍
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
た
。
公
け
の
宴
に
預
か
る
こ
と
を
得
た
も
の
は
、
古
い
例
が
あ
る
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と
は
言
っ
て
も
ま
た
格
別
な
御
寵
愛
で
あ
る
。
王
公
は
順
序
に
従
い
、

　
　
詩

を
賦
す
臣
下
に
酒
を
下
賜
さ
れ
た
。
相
国
が
次
に
あ
た
っ
て
い
た

　
　
も
の
だ
か
ら
、
私
は
そ
の
盃
を
辞
さ
な
か
っ
た
。
私
の
前
に
仔
ん
で

　
　
動
か

な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
吟
詠
し
て
言
う
の
に
は
、
「
明
朝
の
風

　
　
景

は
何
人
に
か
属
す
る
」
。
一
吟
し
終
え
た
後
、
私
に
命
じ
て
高
く

　
　
朗
詠

さ
せ
よ
う
と
し
た
。
私
は
命
を
蒙
っ
て
吟
詠
し
よ
う
と
努
め
た

　
　
が
、
心
神
が
迷
乱
し
て
、
や
っ
と
一
声
を
発
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

　
　
み

で
あ
っ
た
。
涙
が
流
れ
て
鳴
咽
し
て
し
ま
っ
た
。
宴
が
終
っ
て
家

　
　
に

帰
っ
た
が
、
夜
通
し
睡
ら
れ
な
か
っ
た
。
黙
然
と
し
て
た
だ
病
ん

　
　
だ
が
如
く
に
胸
が
塞
が
っ
た
。
尚
書
左
丞
が
傍
に
い
て
詳
ら
か
に
聞

　
　
い
て

い

た
。
故
に
一
篇
を
寄
せ
て
そ
れ
で
も
っ
て
情
を
慰
め
た
。

相
国
が
一
た
び
唇
を
開
く
を
聞
い
て
か
ら
と
い
う
も
の

あ
た
か
も
風
光
に
主
人
が
有
る
が
如
く
で
あ
る

私

は
忠
信
で
あ
ろ
う
と
も
と
よ
り
力
を
つ
く
そ
う
と
し
て
い
る
が

文
章
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
仁
に
当
該
す
る
と
は
言
え
な
い

誠
意
を
噛
み
締
め
て
相
国
に
報
い
よ
う
と
す
る
の
だ
が
恩
を
受
け
る
こ
と

ば
か
り
が
長
く
続
く

詩
句
を
口
に
出
し
て
詠
ず
る
と
堪
え
き
れ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
る
こ
と
が
頻
繁

に

起
こ
る

も
し
京
城
を
出
て
こ
の
事
を
思
っ
た
と
し
た
ら

き
っ
と
声
を
あ
げ
て
暗
い
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
南
海
の
浪
の
花
咲
く
春
で

あ
っ
た
と
し
て
も

【平
灰
】

●
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
◎

○
　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
◎

●●●○○○

○●●○○●

○○○●●○

●○○●●○

●○●○●○

○●●○○●

七
言
律
詩
の
正
格
（
平
起
式
）
。
　
　
　
「
唇
」
、
「
人
」
、
「
仁
」
、
「
頻
」
、

「春
」
。
上
平
声
真
韻
。

【考
察
】

　

こ
の
詩
は
前
の
詩
と
の
関
連
で
詠
ぜ
ら
れ
た
も
の
。
道
真
を
中
心
と
す

る
文
学
集
団
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
と
、
言
う
こ
と

が
出
来
よ
う
。
た
だ
韻
字
を
正
し
く
用
い
て
い
る
点
で
、
前
作
と
は
異
な

る
。
そ
れ
だ
け
完
成
度
は
高
い
作
品
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

《
付
記
》
注
釈
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
諸
本
の
翻
刻
・
調
査
・
紹
介
を
快

諾
し
て
下
さ
っ
た
内
閣
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
・
東
京
大
学
付
属
図
書
館
・

京
都
大
学
付
属
図
書
館
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
陽
明
文
庫
・
多
和
神
社
・
蓬

左
文
庫
・
道
明
寺
天
満
宮
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
各
位
に
、
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
専
任
講
師
）

●◎●◎●◎
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